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創設以来初の全資料移転 

全
退
避
作
業
、
無
事
完
了 

次
の
百
年
に
向
か
っ
て 

外
骨
は
資
料
を
紛
失
や
欠
損
か
ら
守
り

確
実
に
後
世
に
残
す
た
め
、
明
治
文
庫
資
料

を
「
門
外
不
出
」
と
し
、
文
庫
外
に
出
す
こ

と
を
簡
単
に
は
許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
『
外

骨
戦
中
日
記
』
（
吉
野
孝
雄
著
）
に
よ
る
と
、

戦
時
中
に
資
料
疎
開
の
話
が
出
て
も
、
な
か

な
か
納
得
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
周
囲
の
説
得
に
よ
り
一

部
資
料
の
疎
開
が
決
定
し
、
資
料
蒐
集
で
懇

意
な
人
物
が
住
む
福
島
県
な
ど
、
数
カ
所
に

分
け
て
疎
開
さ
せ
た
そ
う
で
す
。
戦
後
、
資

料
が
文
庫
に
運
び
戻
さ
れ
る
際
に
外
骨
は

立
ち
会
い
ま
し
た
。 

場
所
に
よ
っ
て
は
疎
開
先
ま
で
も
戦
災

に
遭
っ
た
時
代
、
資
料
の
帰
還
は
大
変
幸
運

な
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

耐
震
改
修
工
事
に
備
え
た
新
聞
、
雑
誌
、
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ほ
か
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
の
全
所

蔵
資
料
の
退
避
移
転
作
業
が
、
三
月
三
十
一
日
に

無
事
完
了
し
ま
し
た
。 

昭
和
四
年
に
当
文
庫
が
史
料
編
纂
所
地
階
に
設

置
さ
れ
て
以
来
、
初
の
全
面
改
修
工
事
で
あ
り
、

す
べ
て
の
資
料
が
書
庫
外
へ
出
る
こ
と
も
初
め
て

で
す
。
事
務
室
も
法
学
部
三
号
館
図
書
事
務
室
へ

一
時
的
に
移
転
し
ま
し
た
。 

全
て
の
書
架
か
ら
資
料
が
運
び
出
さ
れ
、
が
ら

ん
と
な
っ
た
館
内
で
は
、
音
や
声
が
大
き
く
反
響

し
て
い
ま
す
。 

関
東
大
震
災
後
に
建
設
さ
れ
た
当
文

庫
は
、
耐
震
・
耐
火
の
た
め
の
当
時
の

最
新
技
術
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
耐
震
改
修
で
は
、
現
代
の
最
新
技
術

を
生
か
し
、
次
の
百
年
に
向
か
っ
て
資

料
を
守
り
続
け
る
設
備
を
計
画
し
て
い

ま
す
。 

長
期
休
館
直
前
と
な
っ
た
昨
年
十
二

月
は
、
各
国
、
各
地
か
ら
の
利
用
者
で

連
日
閲
覧
室
が
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
閲
覧
席
が
す
べ

て
埋
ま
り
、
複
数
の
方
に
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

当
文
庫
の
資
料
を
必
要
と
さ
れ
る
皆

さ
ま
に
は
長
期
休
館
に
よ
り
ご
不
便
を

お
か
け
す
る
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
貴
重
な
資
料
を
保
存
し

て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
資
料
を
ご
利
用
い
た
だ
け 

▲明治新聞雑誌 
文庫玄関前 

（鉄扉と銅看板） 

当
文
庫
初
代
主
任
の
宮
武
外

骨
が
「
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
の
事

業
は
予
終
生
の
使
命
」
と
し
て
蒐

集
・
整
理
に
精
魂
を
尽
く
し
、
そ

の
志
を
受
け
継
い
だ
代
々
の
職

員
の
手
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
て

き
た
資
料
た
ち
は
、
箱
に
納
め
ら

れ
、
来
夏
の
再
開
館
（
予
定
）
ま

で
静
か
に
眠
っ
て
い
ま
す
。
移
転

作
業
に
あ
た
り
惜
し
み
な
い
ご

助
力
を
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
学

生
ス
タ
ッ
フ
、
作
業
を
担
当
さ
れ

た
企
業
の
方
、
寄
付
者
の
皆
さ
ま

ほ
か
学
内
外
の
多
く
の
方
々
に

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

▶
館
外
へ
運
び 

出
さ
れ
る 

資
料
の
数
々 

 

▲空になった 

創設当時の書架 

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。 

創
建
時
よ
り
少
し
姿

を
変
え
ま
す
が
、
明
治

文
庫
の
新
時
代
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
再
開
館

後
、
皆
さ
ま
と
お
会
い

で
き
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。 

戦
禍
か
ら
資
料
を
守
る 

◀
外
骨
と 

瀨
木
博
尚
氏 

の
肖
像 

（一）   明治新聞雑誌文庫ニューズレター     第七号（移転特集号）        二〇二〇（令和二）年五月二十二日 金曜日 
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二
〇
一
八
年
か
ら
公
開
中
の
「
宮
武
外
骨
蒐
集
資

料
」（
東
京
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
構
築
事
業
）

に
、
こ
の
三
月
、
新
た
な
資
料
が
加
わ
り
ま
し
た
。
公

開
時
の
反
響
は
大
き
く
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
多
数
の
反
応
を

呼
び
ま
し
た
。 

新
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
東
洋
自
由
新
聞
」「
改
進
新
聞
」

「
府
藩
県
制
史
関
係
資
料
」は
国
際
規
格
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
で

公
開
さ
れ
、
商
業
利
用
も
可
能
で
す
。
ど
こ
か
ら
で
も

ア
ク
セ
ス
で
き
、長
期
休
館
中
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。 今

回
、新
聞
の
公
開
に
際
し
て
は
当
文
庫
か
ら
の
要

望
で
、
年
月
日
か
ら
の
検
索
（
カ
レ
ン
ダ
ー
形
式
）
が

実
装
さ
れ
ま
し
た
。同
じ
日
付
を
持
つ
資
料
が
一
目
で 

▲寄贈資料（部分）  
『公論新報』 220 号  

 

資

料

撮

影

協

力 

 

Ｂ
Ｓ
フ
ジ
「
ガ
リ
レ
オ
Ｘ
」 

（
二
〇
二
〇

年
一
月
十
二
日
）
放
送
）
の
館
内
で
の
資
料

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

▲館内で資料を 
撮影するスタッフ 

連
携
・
協
力
・
寄
贈
で
広
が
る
明
治
文
庫 

東
京
大
学 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
講
演
会 

▲会場に当文庫  

紹介パネルを設置  

「最
貴
重
の
新
聞
紙
」ほ
か 

 
 
 
 

新
規
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
始
ま
る 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
『
東
洋
自
由
新
聞
』

は
、
明
治
十
四
年
創
刊
、
西
園
寺
公
望
を
社
長

に
迎
え
、
主
筆
を
中
江
兆
民
（
篤
介
）
が
務
め

た
日
本
初
の
急
進
的
自
由
主
義
新
聞
で
す
。
政

府
側
の
干
渉
か
ら
わ
ず
か
三
十
四
号
で
廃
刊

し
た
希
少
な
こ
の
新
聞
の
入
手
を
熱
望
し
て

い
た
宮
武
外
骨
は
、
昭
和
六
年
に
見
事
欠
け
の

な
い
一
揃
い
を
入
手
し
、
当
文
庫
所
蔵
に
加
え

ま
し
た
。
入
手
後
に
製
本
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

こ
の
新
聞
の
見
返
し
に
は
「
明
治
文
庫
に
於
け

る
最
貴
重
の
新
聞
紙
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▲『東洋自由新聞』  
（製本）見返し  

 

耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て 

（二）       明治新聞雑誌文庫ニューズレター     第七号            二〇二〇（令和二）年五月二十二日 金曜日 

（二）  

耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て 

東京大学学術資産等アーカイブズポータル 
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宮武外骨蒐集資料 
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休館中も使えます 

学内外からアクセス可能です 

邦字新聞デジタル・コレクション 
（スタンフォード大学フーヴァー研究所）
https://hojishinbun.hoover.org/?l=ja 

わ
か
る
た
め
、今
後
の
デ
ー
タ
拡
充
に
よ
り
同

時
期
の
他
新
聞
と
の
記
事
比
較
等
へ
の
活
用

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

東
京
大
学
学
術
資
産
等
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ポ

ー
タ
ル
か
ら
も
検
索
で
き
ま
す
。学
内
の
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
た
学
術
資
産
と
合
わ
せ
て
検
索

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

東
京
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
（
二

〇
一
九
年
十
月
十
九
日
（
土
）
）
に
お
い

て
、
講
演
会
「
近
代
政
治
史
研
究
の
原
点

―
岡
義
武
の
明
治
・
大
正
史
を
よ
む
」（
講

師
：
五
百
旗
頭
薫
（
本
学
法
学
部
教
授
）
、

伏
見
岳
人
（
東
北
大
学
教
授
）
、
前
田
亮

介
（
北
海
道
大
学
准
教
授
）
司
会
：
苅
部

直
（
本
学
法
学
部
教
授
）
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

当
文
庫
の
運
営
に
携
わ
り
、
所
蔵
資
料

も
深
く
研
究
さ
れ
た
故
岡
義
武
教
授
の
著

書
『
明
治
政
治
史
』
『
転
換
期
の
大
正
』

の
新
版
（
岩
波
文
庫
）
が
刊
行
さ
れ
た
こ

と
に
ち
な
ん
で
、
そ
の
仕
事
の
意
義
に
つ

い
て
討
論
さ
れ
ま
し
た
。
執
筆
時
の
肉
筆

資
料
も
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
、
白
熱
・

充
実
し
た
講
演
会
に
は
多
く
の
若
手
の
研

究
者
や
学
生
の
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。 

『
公
論
新
報
』
二
二
〇
号
（
明
治
二
十
一
年

八
月
二
十
一
日
）
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
新
聞
は
自
由
民
権
を
主
張
す
る
政
論
新

聞
で
、星
亨
が
中
心
と
な
っ
て
発
行
し
た
も
の

で
す
。
国
会
図
書
館
に
も
所
蔵
が
な
く
、
大
変

貴
重
な
資
料
で
す
。 

ま
た
、
明
治
四
十
三
年
か
ら
昭
和
十
五
年
に

渡
っ
て
発
行
さ
れ
た
雑
誌
『
戦
友
』
に
つ
い

て
は
、
先
年
終
刊
号
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
の

に
続
き
、
今
回
も
明
治
文
庫
欠
号
分
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
完
揃
」
に
近
づ
き
つ

つ
あ
る
う
え
、
軍
関
係
の
雑
誌
は
所
蔵
機
関

が
少
な
い
た
め
、
当
文
庫
の
所
蔵
は
大
変
貴

重
な
も
の
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
よ
り

資
料
が
着
実
に
充
実
し
て
き
て
お
り
ま
す
こ

と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

▲日本初の試みとされる 

彩色新聞（『改進新聞』） 

） 

 

 

ご案内 

長期休館に伴い、ご迷

惑をおかけしておりま

す。休館中のサービス

や今後の予定などは

Webサイトにてご案

内しています。 
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 http://www.meiji.j.u-tokyo.ac.jp/important_announcement_ 
Seismic_Reinforcement_Work.html 


